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１ はじめに 

  平成 23 年 3 月 11 日（金）に東北地方太平洋沖地震が発生し、戦

後日本が経験したことがない広域かつ甚大な人的、物的被害が生じ

た。また、この災害を教訓に南海トラフの巨大地震の想定の見直し

がされ、多くの犠牲と膨大な経済的損失の想定が公表された。また、

豪雨による災害も毎年頻発しており、地域での防災の推進は必要不

可欠となっている。しかしながら、多くの地域では地域力の衰退も

あいまって地域防災が進まず、地元住民や行政の担当職員がその対

策に苦戦している状況にある。本稿では、筆者が年間 100 か所を超

える地域で行っている研修を通して得た、地域防災の進め方や工夫

等を含めた地域に対する防災力向上について述べるものである。 

 

２ 地域の現状 

 以下に筆者が全国での防災研修を通して得られた地域の現状について列挙する。 

 

＜防災が進まない地域の住民の言い訳＞ 

・やりたいやつにやらせておけばよい 

・しくみ、組織を勝手に決められたら困る 

・防災は行政の仕事、自分たちは関係ない 

・災害はきてみないとわからない 

・自分たちではどうせ何もできない 

 

これに対してリーダーらが持つ課題は、 

①コミュニティとしての課題 

・地域コミュニティの付き合いが無い、住民がついてこない 

・町内活動への参加者のほとんどが高齢者で、若者が全く参加、協力しない 

・活動は特定の人に限定される 

②住民の災害・防災に対する意識 

・住民の防災意識が低い 

・災害時に地域の組織が機能するか不安 

③何をしてよいかわからない 

・やる気はあるが、何をしてよいかわからない 

④行政への不満 

・行政と地域との話し合いが無い 

⑤災害時要援護者対応に関する不安 

・要援護者への対応が必要と思っているが、実際にできそうにない 
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ここで、注意したいのが、言い訳の最後の部分の「どうせ何もできない」の考え方であ

る。今回発生した東日本大震災を受けて行われている全国各地の想定見直しについて、想

定された激甚の被害は受け止めつつ、それに対する具体的な対応を促す啓発をバランスよ

く実施しなければ、最悪は何もできないとか、みんな犠牲になってしまうという悲観論が

醸成される恐れがある。 

 

３ 危機管理の基本を知る 

住民や行政における防災力の向上を考える上で、基本となる危機管理の考え方をあらた

めて理解しておく必要がある。自然災害を含む危機管理とは、以下の項目を達成すること

を目標としている。 

 

①時と場所を選ばずに発生する緊急事態を予知、予防する。⇒予防 

②緊急事態発生時に迅速に対応して被害を最小限にとどめる。⇒応急対応 

③迅速な復旧、復興をはかる。⇒復旧・復興 

 

 上記の箇条書きは一見難しいようであるが、よく我々が経験するレベルの季節性インフ

ルエンザを例にとれば、①「どこで」「いつ」うつるかわからないインフルエンザだから手

洗い、うがい、予防接種（予防）、②かかってしまったら、すぐ病院に行って処置してもら

い、ひどくならないようにする（応急対応）。そして、③しっかり睡眠と栄養をとって早く

よくなるように養生する（早期復旧）となり、わかりやすい。しかし、日常の危機管理は

わかっても災害に対する危機管理、防災は住民にとってわかりにくいようである。それは

なぜか？ 

 

４ 災害リスクのとらえ方 

（１）防災がなぜわかりにくいか 

 それは災害がたとえるなら幽霊のような存在だからである。災害は幽霊のように普段そ

の姿を見ることができない。つまり、そのような災害の危険性、すなわち災害リスクは

普段隠れており（潜在化の状態）、あるとき、化け物のように現れる（顕在化、発現す

る）もの。これが災害・防災をわかりにくくし、防災意識の高揚が進まない主な理由と

なっている。これに対しては、見えないものを見ようとする努力が必要といえる。すな

わち、とらえるべき観点は、それが顕在化（災害が発生）したときに、その発現によっ

て影響を受ける範囲と、それが発現するまで、あるいは発現してからそれが進展するま

での早さとしておさえることが必要不可欠である。つまり、「面（どこが）」と「時間（い

つ・いつまで）」という 2つからとらえることになる。 

（２）災害を面（どこが）でとらえる 

 災害を面でとらえることの重要性は、それが出現する前に、そこにその存在があること

を知り（見透かすこと）、準備（対策・備え）することである。例えば、海や川があれ

ば、浸水するというリスク（潜在的な危険性）が存在する。そして事前にその影響範囲

を表したものがいわゆる「洪水ハザードマップ」になる。地震であれば、想定震度を表

したマップ「揺れやすさマップ」がこれにあたる。 

 しかし、全国で整備されてきたこの種のマップを住民が活用している事例は少ない。そ

の理由は、自治体がハザードマップを作成し、配布するだけでは、単なる「広報活動事

業」をやったにすぎず、「啓発事業」にはなっていない。例えば、災害図上訓練 DIG な

どを通してこれらの使い方を伝えていかなくては、いつまでたってもハザードマップは

ただの紙切れになってしまっていることを住民も行政も気づくべきである。 



 また、このように DIG などを用いて机上で検討した地域の面的情報を確認するために現

場で検証する必要がある。これが防災まち歩きやタウンウォッチングであり、机上での

検討に対して行う現場検証としての意味を持つ。さらに、現場検証でわかったことは情

報共有する必要があるので、それらの情報をマップなどに落として普及させる。これが

防災マップやコミュニティマップの持つ意味である。単にハザードマップを配布するだ

けではなく、そこから上記の流れを地域に持たせるような啓発事業やその流れを先導で

きる人材育成事業が必要であるといえる。 

（３）災害とその対応を時の流れで考える 

 次に、幽霊の出没する範囲がわかれば、実際にそれが発生していく時間的な推移をとら

えなくては、住民は避難のタイミングを逃したり、対応の手順がわからなくなったりす

ることになる。ただし、時間といっても災害によってその進展・推移が異なり、例えば

地震と風水害・土砂災害を分けて啓発する必要がある。すなわち、地震の場合は、日頃

家具の転倒防止や耐震補強は予防として事前にやっておくとして、地震後の対応は事後

対応となる。その一方で、風水害や土砂災害は災害が発生する前に何ができるかという

事前対応が必須となる非常に難解な検討を必要とする。特に、全国で現在進められてい

る防災活動は、その多くが地震を意識した事後対応ばかりである。そのため、災害前に

何ができるかという予防と事前対応への啓発は後手に回っている。その結果として、近

年の豪雨や津波（これも事前対応）で多くの犠牲者を出している。これも先に述べた DIG

などを活用して机上で検討し、現場で検証することが重要である。 

時間の流れの現場検証がすなわち防災訓練の持つ意味である。自主避難決定や声かけ、

避難、搬送等の訓練はやらされているのではなく、実際にそれができるのかを自分たち

で検証しなくてはという意識を持たせる必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 防災啓発・教育の考え方 

 次に、防災啓発を含む防災教育について説明する。その前に「防災」という言葉は「情

報」という言葉と同様に、それ自体実体を持たない。例えば、「学校防災」とか「企業防

災」などのように“企業”や“行政”の特徴そのものが防災に反映される。したがって、

防災教育は教育のやり方、方法が防災を支配することになる。ここで、教育方法とはな

にか？一例としてギリシャ語で「教育」という言葉を探すと、以下の 2つが出てくる。 

 ・formatio＝（一方的に）仕込む、形づくる 

 ・educatio＝（自分自身で）引き出す 

  例えば、小学生の九九の暗記などは、仕込み型（formatio）となる。その一方、引き

出し型（educatio）では、受講者・参加者が主体となって能動的な立場で考え、行動す

ることを促す。小学校の調べ学習などがこれにあたる。ところで、現在行政が行ってい

る防災啓発に関わる事業は以下の通りとなる。 

 ①パンフレット作成、ハザードマップ配布 

 ②防災講演会 

 ③防災シンポジウム、フォーラム 

 ④防災ワークショップ 

 ⑤防災訓練 

 ここで、先の「仕込み」と「引き出し」を踏まえて、防災啓発事業の特徴と効果を考

えると、①～③は、主催者が一方的に伝える「仕込み型」といえる。これは、きっかけ

づくりや意識を高めるという点ではよいが、受け身的な防災啓発のみでは、行動には結

びつかない。毎年自治体主催の防災講演会やシンポジウムを繰り返しても地域の防災力

の向上と活動の実質化につながらないことがおわかりになるだろう。 

 一方、④や発災対応型方式の⑤は、「引き出し型」となり、手間と時間はかかるが、住

民自らが議論して、答えを出す力を持てるようになる。④の一例としては、DIG や避難

所運営訓練 HUG などがこれにあたる。 

 

６ 啓発の流れをつくる 

以上の面から時間、そしてそれぞれ行う机上での検討と現場での検証をまとめ、整理

すると左図になる。実施内容は DIG を主として組み込んだ例としているが、先ほど説明

した防災教育の方法によれば、最初は講演、講義による動機づけ、DIG 開始への誘導など

「仕込み型」啓発となり、以後は住民が自分で答えを導く「引き出し型」啓発となって

いる。これは住民にとっては、地域防災の進め方であり、行政にとっては啓発戦略にな

る。このように防災力向上に携わる者は、「面」「時間」「机上」「現場」「仕込み」「引き

出し」の持つ意味と啓発道具の特徴を把握して、それぞれの立場でそれら道具を戦略的

に駆使し、防災を推進することが重要である。 

 

７ 防災活動を持続させる 

 防災活動を休止させないために、地域での活動は派手にせず、日常化、平凡化すること

を勧めている。そこで、地元地域、校区の行事の一部に盛り込むことさえできれば、自

主防災組織のリーダーが変わっても、持続して毎年、防災活動を繰り返し行うことがで

きる可能性がある。また、比較的手間のかかる実働訓練は自治会単位より学校区単位（会

場が小学校となる行事）での実施が容易であり、教育委員会や学校側に運動会競技など

の中での実施を促すようアドバイスをするとよい。 

 また、防災で不可欠なのが家具転倒防止措置などの自助の推進だが、自助を理由に本人

任せにしても対策は進まない。そこで、地域が様々な助成金などを取りに行くよう指導



し、地域で購入した防災グッズを地域のお祭りやイベントのくじ引きの景品、敬老会の

粗品に含めて毎年配布すれば、徐々に普及率、固定率が上がることが期待できる。 

 

８ それをだれが行うのか？ 

 地域が防災を推進するためには、いわゆる防災に関わる人材育成が必要不可欠である。

ただし、これは最近はやりの資格取得のように単に災害、防災に関するテキストベース

の知識を持った人材を育成すればよいというものではなく、「人」「金」「物」「しくみ」

をうまく地域の中で動かす力を身につけていることが理想である。すなわち、この種の

能力はもともと地域や各方面で活躍している人材が持つ力そのものであるといえる。し

たがって、防災に関わる人材育成の研修や事業は、人材をゼロからつくるのではなく、

もともとリーダー的素養のある人材を発掘し、そこへ防災の進め方を付加する作業であ

るといえる。 

 また、消防組織が自主防災推進業務にあたっているのであれば、消防士を防災推進員と

して活用したり、消防団、婦人防火クラブが普段の予防のときに地域の防災活動の支援

を行うことが考えられる。さらに、地元企業、事業所には、企業の BCP（事業継続計画）

策定を通じて、その中の地域貢献項目の中で地域への支援を検討させることができる。 

 

９ おわりに 

 繰り返しになるが、防災活動は地域活動の一つである。もちろん、まちづくりにはゴー

ルはないが、西域を目指して旅をした三蔵法師一行のようにゆっくり足を進めたとして

も、ふと振り返ったとき、防災の発想、要素を付与した地域は以前よりよくなっている

と感じられる。そのような感触を持てるような戦略をたてることが理想と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

新任新任新任新任のごのごのごのご挨拶挨拶挨拶挨拶    
 

香川県危機管理総局長 泉川雅俊 
 
 
この度の人事異動で、危機管理総局にまいりました泉

川と申します。どうぞよろしくお願い申し上げます。 
岩崎会長様をはじめ、かがわ自主ぼう連絡協議会の皆様
方には、香川県の防災・減災のために、それぞれの地域
で精力的な取組みを行っていただいており、深く感謝申
し上げます。 
 
今年３月、政府は「南海トラフ地震特措法」に基づき、

地震対策の基本指針となる「防災対策推進基本計画」を
決定しました。この中で、重点対策が必要な地域として、
県内全市町を含む２９都府県の７０７市町村が「防災対
策推進地域」に指定されるとともに、最悪で３３万人に上ると想定される死者
数を今後１０年間で概ね８割減らすなどの数値目標を掲げました。 
県では、今後起こりうる南海トラフを震源とする最大クラスの地震をはじめ、

各種地震・津波の被害想定を行い、昨年３月に第１次公表を行って以降、今年
３月までに４次にわたり想定結果を公表してきました。今後は、これら被害想
定を踏まえ、市町と連携して各種の防災・減災対策を講じてまいります。 
さらに、台風やゲリラ豪雨などの風水害、土砂災害、強風などの災害に備え

なければなりません。 
 
いざというときに防災・減災対策が効果を発揮するためには、自分や家族の

命は自ら守るという「自助」に加えて、地域の方々が共に助け合う「共助」の
果たす役割が大変重要であると考えています。特に、都市化や高齢化が進む地
域では、住民の皆様の繋がりが薄れつつあり、日頃から地域の絆を強め、災害
を乗り越えようと活動されているかがわ自主ぼう連絡協議会の方々への期待
は大変大きいと考えます。 
 
県では、今年度、地域の防災力を強化する市町を支援するため「地域防災力

総合支援事業」を創設するとともに、引き続き、自主防災組織の未結成地域の
組織化や活動を活性化するため、「地域防災力強化促進事業」をかがわ自主ぼ
う連絡協議会にお願いすることにしています。 
今後とも東日本大震災の教訓を踏まえ、自主防災組織の皆様とともに、南海

トラフ地震対策をはじめ、各種防災・減災対策に取り組み、県民皆様の安全安
心な暮らしの実現に努めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 
 
最後に、かがわ自主ぼう連絡協議会の一層のご発展と会員並びにご家族皆様

方のご健勝をお祈り申し上げます。 
 
 



 
 

危機管理総局危機管理課長 寺嶋 賢治 
 
この度の４月１日付けの人事異動で、危機管理課長を務めることになりまし

た。３月までは住宅課長として、民間住宅の耐震化や応急仮設住宅の供給確保
策の策定に取り組んだこともあり、平常時における大規模災害への備えは非常
に重要であると思っております。 
県では、２６年度当初予算で、県単独による１億円の補助制度を創設し、自

主防災組織の充実・強化等の地域防災力強化のための取組みや、住民の防災意
識を高めるための取組み、さらには、物資の備蓄や避難所の整備などの様々な
取組みに対して、積極的に取り組む市町を応援する仕組みを設けております。 
市町にはこの制度を十分ご活用いただくとともに、「かがわ自主ぼう連絡協議
会」の皆様方のご協力を頂きながら、大規模災害への備えを万全なものとして
まいりたいと考えておりますので、今後ますますのご指導、ご鞭撻を賜ります
ようお願いいたします。 
最後に、協議会のさらなる発展と関係者の皆様方のご健勝とご多幸を心から

お祈り申し上げ、就任のご挨拶とさせていただきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

危機管理総局危機管理課課長補佐 秋山 徳光 
 
平成 26 年４月１日付け人事異動により、危機管理課（防災企画グループ）

に配属となりました秋山と申します。 
私は、これまで防災関係の業務に携わったことはなく、近い経験としては、

阪神・淡路大震災の時に福祉部局に勤務していた関係で、淡路島や神戸まで救
援物資を運ぶトラックに同乗した経験があるくらいですが、阪神・淡路大震災
後１９年が経ち、私の記憶は既にかなり曖昧になってきております。 
東日本大震災についても震災後３年が経過し、震災後に高まっていた県民の

方々の防災意識も徐々に薄れていくのではないかと思っております。 
今後、かがわ自主ぼう連絡協議会の皆様をはじめとする関係者の方からお話

をお伺いさせて頂くなどして、一日も早く仕事を覚えてまいりたいと考えてお
りますので、よろしくお願い致します。 
最後に、かがわ自主ぼう連絡協議会の益々のご発展と関係者の皆様方のご健

勝を心からお祈り申し上げ、私の新任のご挨拶とさせていただきます。 
 

 

 



   事務局事務局事務局事務局だよりだよりだよりだより                                                                平成２６年５月 

 

 

かがわ自主ぼうの事務局よりお知らせです。 

 

 

 

 

平成２６年４月２４日、高松市サンポートホール棟６２会議室において、第２回定期総

会を開催しました。 

 総会には、泉川香川県危機管理総局長もご来賓として出席され、「香川県の地域防災の要

として、日夜努力されている皆様に感謝を申し上げる」……と温かい激励のお言葉をいた

だきました。規約第１２条により、会長が議長となって議事を進め、積極的な意見をいた

だきつつ、午後４時３０分に閉会。これにより、平成 26 年度事業がスタートすることにな

りました。 

 役員、会員皆様のお力添えにより、素晴らしい成果を期待するものです。 

 

 

 

 

 編集後記 

今月の防災減災の輪は、山口大学大学院理工学研究科 准教授 瀧本浩一先生の原稿を掲

載させていただきました。ありがとうございました。 
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